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研究成果の概要（和文）：以下の３項目について検討した。（１）中学生で新たにピロリ菌感染が生じるか：
986名の中学生で中学１年と３年生の尿中抗体検査を実施し、陽性者では精密検査を行った。新たな感染者はい
なかった。（２）中学生ピロリ菌検診を受けた保護者に対する、感想調査（無記名）：406名の保護者に調査を
依頼し、138名（34%）から回答を得た。94%が検査を受けて良かったと回答し、今後も取り組みを続けてほし
い、胃がんのリスクが減ったなどのコメントが多かった。（３）適切な除菌治療を行うため、感染しているピロ
リ菌がクラリスロマイシン耐性かどうか、便を用いて検査ができるかの検討を行った。感度94%、特異度100％で
あった。

研究成果の概要（英文）：The followings were examined. (1) Whether new H. pylori infection occurs in 
junior high school students: Urine antibody tests were performed on 986 junior high school students 
in the first and third years of junior high school, and those who were positive were subjected to a 
detailed examination. There were no new infections. (2) Impression survey (anonymous) of guardians 
who underwent H. pylori examination for junior high school students: We asked 406 guardians to 
conduct a survey, and received responses from 138 (34%). Ninety-four percent of the respondents said
 that they were glad to have undergone the test, and there were many comments such as that they 
would like to continue the tests and that the risk of stomach cancer has decreased. (3) In order to 
perform appropriate eradication treatment, we examined the new test whether the infected 
Helicobacter pylori is clarithromycin-resistant or -susceptible  using stool. Sensitivity was 94% 
and specificity was 100%.

研究分野： 小児消化器病　ヘリコバクター・ピロリ感染症
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研究成果の学術的意義や社会的意義
胃癌予防のための中学生ピロリ菌検診について、実施時期や方法について検討を行った。中学生で新たな感染が
生じるか否か　すなわち、検診学年をいつにすべきかという検討であるが、新たな感染は認めず、どの学年でも
良いという結論に至った。ピロリ菌検診を受けた中学生の保護者に感想調査を行った。94%が受けて良かったと
回答し、ピロリ菌検診は受け入れられることが分かった。除菌治療に使用されるクラリスロマイシン耐性菌が多
くなっており、除菌失敗の原因になる。通常は内視鏡検査が必要な耐性菌検査を便で簡便に行うことができない
かどうかという課題について、新たな検査法が開発され、精度が良く、臨床で使用できると思われた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

１．研究開始当初の背景 

Helicobacter pylori（H. pylori）感染は胃癌の主たる原因であり、WHO/IARC は胃癌対策として H. 

pylori 感染検査と陽性者に対する除菌治療による対策を行うことを検討するよう勧告した。感染

期間が短い若年者では胃炎の程度が軽く、胃癌予防効果が大きいこと、学校で実施することによ

る高い受検率を期待して、胃癌対策として中高生に対して H. pylori 感染診断と除菌治療を独自

に実施する自治体が多くなっている。しかし、検診の時期や検診方法・治療方法は様々である。 

 

２．研究の目的 

中高生への H. pylori 検診と治療の指針作成に向けて最適な検診時期（学年）、確実な治療方法を

検討する。本研究では主として中学生での H. pylori 検診について検討を行った。その他、検診を

受けた生徒の保護者がどのような感想を持ったかについて調査した。確実な治療法の検討とし

て、感染している H. pylori が治療に使用する抗菌薬に対して耐性かどうかについて検討をした。

通常は内視鏡で胃の組織を採取して検査が必要であるが、便から H. pylori 菌の遺伝子を抽出し

て、耐性遺伝子が検出できるかの検討を行った。主な研究の目的は以下である。 

(1) 検診を実施する適切な学年の検討 (2) H. pylori 検診（ピロリ菌検診）を受けた生徒の保護者

の感想調査 (3) 糞便を用いたクラリスロマイシン（CAM）耐性 H. pylori 遺伝子の検出 

 

３．研究の方法 

（１）適切な H. pylori 検診時期の検討：丹波篠山市と共同で、中学１年生の尿中 H. pylori 抗体

検診に加えて、中学３年生でも尿中 H. pylori 抗体測定した。尿中抗体測定はウリネリザ H. ピロ

リ抗体®を用いた。2014〜2016 年に１回目、2016〜2018 年に 2 回目の検査を受けたものを対象

とした。 

（２）H. pylori 検診（ピロリ菌検診）を受けた生徒の保護者の感想調査：丹波篠山市において無

記名アンケート調査を行った。対象は中学３年生の保護者 286 名と尿中ピロリ抗体陽性結果で

精検対象となった 117 名の保護者である。調査内容は以下である。 
① ピロリ菌検査を受けた感想 ② 感想の詳細（自由記載） ③ 子どもの検診をきっかけに家族

も検診を受けたか 
（３）糞便を用いた CAM 耐性 H. pylori 遺伝子の検出：除菌治療に用いられる抗菌薬は、一次

除菌治療としてアモキシシリン（AMPC）と CAM、一次除菌治療が失敗した場合、二次除菌と

して AMPC とメトロニダゾール（MNZ）をいずれもプロトンポンプ阻害薬（PPI）やボノプラ

ザンなどの胃酸分泌抑制薬と併用して７日間投与される。日本では CAM 耐性菌が多く CAM を

用いたレジメの除菌率は低い。CAM 耐性菌であるかどうか、若年者に対する除菌治療は、除菌

前に内視鏡検査を実施しないため培養はできない。便から DNA 抽出を行い、PCR 法やダイレ

クトシーケンス法で CAM 耐性遺伝子の検出を行う。 

この研究の対象は兵庫医科大学病院とささやま医療センターで尿素呼気試験（UBT）and/or

胃組織 H. pylori 培養を実施した小児（9〜15 歳）で研究に同意が得られ、治療前に便を提

供したものである。便検体はQprobe PCR法と一部でダイレクトシーケンス法を行なった。

いずれかの結果が陽性である場合、耐性遺伝子陽性と判断した。 

４．研究成果 

（１）適切な H. pylori 検診時期の検討：中学１年、３年生ともに尿中 H. pylori 抗体測定を受けた対象は

986 名であった。陽性→陽性 40 名、陰性→陽性 12 名、陽性→陰性 28 名（このうち除菌治療を受け



たのは 5 名）、陰性→陰性 906 名であった。尿中抗体は精度が低いため、精密検査として尿素呼気試

験または便抗原を実施した。陰性→陽性となった 12 名のうち、9 名で精密検査を実施したが、全員陰

性であった。この研究では、新たな感染者はいなかった。 

（２）H. pylori 検診（ピロリ菌検診）を受けた生徒の保護者の感想調査：中学３年生の保護者 286
名のうち 108 名（37.7%）、精検対象となった 117 名のうち 31 名（26.5%）から回答を得た。前

者では 93%、後者では 97%が『ピロリ菌検診を受けて良かった』と回答した。最終的にピロリ

菌感染と診断された 15 名は全員が『検診を受けて良かった』と回答し、「学校で検査をしてもら

えた」「早期発見、早期治療ができた」「将来の胃がんのリスクが減った」「理由がわからない腹

痛や倦怠感が除菌治療によって改善した」などの感想があった。 
（３）糞便を用いた CAM 耐性 H. pylori 遺伝子の検出：対象は 24 名であった。24 名のうち H. 

pylori 陽性 15 名、陰性 9 名であった。Qprobe PCR 法では H. pylori 陽性 13 名でこのう

ち、CAM 耐性 H. pylori 遺伝子あり 12 名、なし 1 名であった。2 名は検出できなかった。

この対象のうち、４名で培養・感受性試験を行なった。CAM MIC は 16〜64 で全員耐性、

Qprobe PCR 法も全員 CAM 耐性 H. pylori 遺伝子であった。UBT 陰性９名は全員 Qprobe 

PCR 法が陰性であった。 
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